仕  様  書 
 
文化市民局文化芸術都市推進室文化芸術企画課 
（担当：惠利・渡邉 電話：075-222-3119） 
	件	名 
	産業廃棄物収集運搬及び処分業務 

	契 約 期 間 
	契約の日から令和９年３月３１日まで 

	
	1 総則 
1 本業務は、京都市契約事務規則、労働基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等を遵守するとともに、本仕様書に基づき適正に実施すること。 
2 受託者と京都市（以下「本市」という。）は関係法令に基づく委託契約書を締結する。 
3 本業務の受託者は、労働基準法及び労働安全衛生法を遵守のうえ履行すること。
 
2 受託者の条件 
  本業務の受託者は、産業廃棄物収集運搬許可証及び産業廃棄物処分業許可証を有していること。 
 
3 業務内容 
産業廃棄物の収集運搬及び処分 
   　※産業廃棄物の内容は別紙のとおり（プリンター等の機器類を含む。廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等の混合状態）。
　　 ※物品の下見も可能。 

4 収集場所 
①京都市南区久世築山町328　久世ふれあいセンター
②京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488　京都市役所地下地下1階
文化芸術企画課

5 収集作業日・時間 
  １１月末日までの間で、受託者と本市の協議により決定する。 

６　産業廃棄物処理票（マニフェスト）の運用
⑴　公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センターが運営する電子マニフェストシステムの利用によって実施するものとする。

７　報告・提出書類
　受託者は、本業務の履行確認後に、請求書及び完了届を本市に提出すること。
 
８　その他 
1 業務実施中に発生した事故・負傷等について、本市は一切の責任を負わない。 
2 受託者は、本業務の全部又は一部を第三者に委託してはならない。
3 受託者は、本契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は継承させてはならない。
4 収集運搬に当たっては、第三者への安全に十分注意すること。また、運搬中に産業廃棄物が落下、散乱しないようにすること。 
5 本業務の履行に伴う費用は、すべて受託者の負担とする。
6 受託者は、受託業務上知り得たことについては、本市の許可を得ずに外部を公表又は漏らしてはならない。
7 契約解除を行う場合は、本市・受託者いずれの責に帰するものであっても、受託者は
8 契約解除段階で搬出を行っていた産業廃棄物の収集・運搬及び処分については、その責
9 において履行するものとする。 
10 本仕様書に記載のない事項及び記載内容に疑義が生じた場合は、速やかに受託者と本市で協議すること。 
11 支払については、業務完了後に受託者からの請求により行う。


  
